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かすみがうら市の人口と世帯
平成21年12月1日現在

　人口　44,235人
　 男 　22,373人
　 女 　21,862人
　世帯　15,594世帯

皆さんの声をお聞かせください！

広報誌へのご意見・お気づきの点などをお寄せください。

メール・はがき・電話などいずれの方法でも結構です。
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史
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投稿投稿
投稿写真募集中！！

家族やペット、珍しい物などあなたの
身の回りの写真をお待ちしています！

紅
も み じ

葉庭園
塚本 丈

た け お

夫さん （宍倉）

京都の苔寺に
あこがれ、もみじを
増やしています。

毎年11月下旬頃に
見頃を迎えています。

＆

かすみがうら市の

文化財に指定

先人たちの知恵と技術による漁法

帆引き網漁法の漁具

疫病退散のために舞われた踊りを表現

雪入十五社神社祭礼幕

　財団法人自治総合センターが実施している「コミュニティ助成

事業」を受け、角来区が山車の製作を行いました。同事業は、宝く

じの普及と住民の自主的な活動の促進を図り、地域の連帯感を醸

成する目的で行われているものです。角来区では、毎年 7 月に夏

祭りを実施。メインとなる山車を率いて、

地域住民の親睦融和を図っています。

コミュニティ助成事業で山車を製作（角来区）

（12月 1日指定）

▲帆を引くセミ（滑車）


